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 ③わが宿の花見がてらにくる人は散りなむのちぞ恋ひしかるべき （古今集・春上歌・六七） 






























 ⑦穂に出ても風にさはぐか花薄いづれのかたになびきはてむと （十七段） 
   
平中が女の浮気現場を見かけ、女に和歌を詠み渡す章段である。「風が吹けばなびく花薄のように、
様式６ 
















































































ii 古今和歌集（九〇五年） 後撰和歌集（九五七～九五九年） 
 七海絵里香、森崎翔太、大澤啓志「万葉集および平安期の勅撰和歌集にみる植物に対する行為」（『日本緑化工学会
誌』第三九巻第一号 平成二五年） 
                                                   
